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  ◉
今
月
の
焦
点
　ま
ち
を
守
る
消
防
団

出
動
！

頼
れ
る
ま
ち
の

サ
ポ
ー
タ
ー

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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  ◉ 今月の焦点　まちを守る消防団

消
防
団
っ
て
？

　
消
防
団
の
ル
ー
ツ
は
、
江
戸
時
代
の

火ひ

消け
し

で
す
。
火
事
が
起
こ
る
と
、
鳶と

び

職

の
人
た
ち
が
火
消
に
早
変
わ
り
し
て
地

域
を
守
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
明
治
後

期
に
は
、
旧
長
野
村
や
旧
三
日
市
村
に

自
主
的
な
消
防
組
織
が
あ
り
、
昭
和
23

年
の
消
防
組
織
法
施
行
と
同
時
に
、
各

町
村
に
消
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
の
消
防
団
に
は
10
分
団

２
４
４
名
の
団
員
が
在
籍
し
、
消
防
ポ

ン
プ
車
12
台
を
は
じ
め
と
し
た
機
械
装

備
は
府
内
で
も
有
数
の
規
模
で
す
。
火

災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
出
動
し
、

災
害
現
場
で
消
防
署
と
協
力
し
て
消
火

活
動
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
す
が
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う

時
に
火
災
や
災
害
の
現
場
に
駆
け
つ
け
、

活
動
に
従
事
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

消
防
団
は
、地
域
の
消
防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
火
災
な
ど
の
際
に
消
防
署
と
協
力
し
て

消
防
活
動
を
行
う
機
関
で
す
。
そ
こ
で
、地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団
の
組
織
や
活
動
、

団
員
た
ち
の
熱
い
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課（
☎
53
・
０
０
６
６
）

　
現
在
、団
員
の
平
均
年
齢
は
48
歳
。50

代
以
上
が
４
割
以
上
を
占
め
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
団
員
の
多
く
は
自
営
業
や

農
林
業
で
し
た
が
、
近
年
、
６
割
近
く

が
企
業
な
ど
に
勤
め
る
被
雇
用
者
と
な

り
、
勤
務
中
の
緊
急
出
動
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

火
災
発
生
い
ざ
出
動

　
消
防
署
に
火
災
な
ど
の
緊
急
通
報
が

あ
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
地
域
の
消
防
団

員
の
携
帯
電
話
に
通
知
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
ま
す
。
通
知
を
受
け
た
消
防
団
員
は
、

自
宅
や
職
場
か
ら
現
地
へ
駆
け
つ
け
、

消
防
隊
員
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ

の
訓
練
を
生
か
し
た
消
火
・
救
助
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
以
外
に
も

台
風
や
大
雨
な
ど
で
出
動
し
、
警
戒
巡

視
や
避
難
誘
導
に
あ
た
り
ま
す
。

技
術
を
磨
く

　　
消
防
団
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切

で
す
。
も
ち
ろ
ん
個
人
の
技
術
や
体
力

も
重
要
で
す
が
、
チ
ー
ム
全
員
が
声
を

か
け
合
い
な
が
ら
連
携
す
る
こ
と
で
効
果

的
な
消
防
活
動
に
結
び
付
き
ま
す
。
そ

こ
で
、災
害
現
場
で
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で

き
る
よ
う
、
平
常
時
に
は
消
火
訓
練
や

水
防
訓
練
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な

家
族
と
地
域
を
守
り
た
い

河
内
長
野
市
消
防
団
第
４
分
団

土
井
健
司
さ
ん

消
防
団
員
の「
防
火
服
」

ど
様
々
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
技
術
の
向
上
の
た
め
、
全
国
の
消

防
団
が
競
う
消
防
操
法
大
会
に
も
出
場

し
て
お
り
、
来
年
は
、
第
７
分
団
が
ポ
ン

プ
操
法
で
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
入
団
５
年
目
。
正
直
、
入
団
前
は

消
防
団
の
活
動
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
住
む
地

域
の
支
え
に
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
は
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
幅
広
い
年
代
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
経
験
が
浅
く
、
先
輩
団
員
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
訓
練
を
重
ね
、

家
族
や
だ
ん
じ
り
仲
間
が
暮
ら
す
高

向
を
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
結
婚
し
て
１
年
目
。
先
日
、

台
風
で
出
動
す
る
際
に
、
自
宅
で
待

つ
妻
は
不
安
な
思
い
を
口
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
た
め
と
理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。
た
い
て
い
休
日
に
訓
練
が
あ
る

の
で
、
家
族
の
理
解
と
応
援
の
お
か

げ
で
、
自
分
の
役
割
を
果
た
せ
て
い

ま
す
。

　
防
火
服
は
、
現げ

ん

場ば

外が
い

套と
う

と
も
呼
ば
れ
、

火
災
現
場
な
ど
で
着
用
し
ま
す
。
３
層

構
造
で
、炎
に
近
づ
け
る
耐
熱
性
と
、す

ぐ
に
燃
え
な
い
難
燃
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
蛍
光
色
の
ラ
イ
ン
が
光
に

反
射
す
る
の
で
、
夜
間
の
活
動
に
も
適

し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
た
？

機械部員の研修の様子

各分団の屯所から出動
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住宅防火で命を守る７つのポイント
 ３つの習慣　▶寝たばこは絶対やめる　▶ストーブに燃
えやすい物を近づけない　▶ガスコンロなどのそばを
離れる時は、必ず火を消す
 ４つの対策　▶逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
器を設置する　▶寝具や衣類、カーテンなどは防炎品
を使用する　▶住宅用消火器などを設置し定期的に点
検する　▶高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制を作る

不審火を防ぐポイント
▶家の周りを整理する　▶空き家や物置に
は鍵をかける　▶ごみは夜に出さず、決め
られた日の朝に所定の場所へ出す　▶門灯
などで戸外を明るくする　▶空き地は枯れ
草を刈り取るなどきちんと管理する▶外出
時は近所の人に声をかける　▶地域で防火
対策を徹底する
� 消防本部予防課（☎ 53-3699）　

火の用心 ことばを形に 習慣に
　11月９日〜15 日は秋の全国火災予防運 動

まちの安全・安心のために
一緒に活動していただける
団員を募集しています。

資格　市内在住か在勤で18歳以上
※活動服や防火服が貸与されます。
�消防総務課（☎53-0066）

■消防団の組織

●団体交流会
ボランティア・市民活動団体が集まり
ます。ネットワークを広げてみませんか。
対象　自治会やその他団体で公益活動
をしている人
とき　11月20 日 ㈪ 午後１時～４時
ところ　るーぷらざ
定員　40人（先着順）
参加費　 100 円
申し込み　11月５日 ～ 15日 に る ー
ぷ ら ざ へ

●るーぷらざまつり
とき　12 月２日㈯ 午後１時～４時
ところ　るーぷらざ
内容　災害時のかまどの作り方、まき
割り体験、非常食イザメシ体験など
※当日直接会場へ。

市民公益活動支援センター るーぷらざ
昭栄町 8-12　☎ 53-8100　� 53-8030
午前 9 時～午後9 時（土日祝は午後5
時 30分まで▷火曜日と年末
年始は休館）
http://looplaza.moo.jp

  ◉ 今月の焦点　まちを守る消防団

　
福
祉
委
員
会
の
委
員
に
な
り
、
初
め

て
の
地
域
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
検

討
し
て
い
た
時
に
、
た
ま
た
ま
広
報
紙

で
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」
の
記
事
を
見
つ
け

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
に

お
手
伝
い
い
た
だ
き
た
く
「
る
ー
ぷ
ら

ざ
」
に
相
談
に
行
き
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
中
か
ら
、
器
楽
合
奏
を

さ
れ
て
い
る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
森
の
か

っ
こ
う
」
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
前
に
三
者
打
合
わ
せ
を
し

て
い
た
だ
き
、
代
表
の
原
田
さ
ん
の
お

人
柄
が
分
か
り
安
心
し
て
お
願
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
15
曲

を
参
加
者
の
方
々
と
一
緒
に
合
唱
し
、と

て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

る
ー
ぷ
ら
ざ
が

10
周
年
を
迎
え
ま
す

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」は
、

11
月
29
日
で
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

10
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
団
体
交
流
会
」と

「
る
ー
ぷ
ら
ざ
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
る
ー
ぷ
ら
ざ
（
☎
53
・
８
１
０
０
）

▶出初式（1月）
毎年１月第２日曜日に、赤峰市民広
場で開催しています（写真❶）
▶文化財防火デー合同 訓 練（1月 ）
文化財を火災から守るため、消防署と
消防団が合同訓練を実施しています
▶規律訓練（4 月）
新しく入団した団員などが整列方法
や器具の取扱などを訓練しています
▶基礎教養訓練（5・6 月）
大阪府立消防学校にて消火、救急
および救助訓練を実施しています

（ 写真❷）
▶支部総合訓練（8 月）
南河内の消防団が集まり、規律訓
練やポンプ操法を披露しています
▶消防大会（9 月）
大阪府内の消防団が集まるポンプ操
法大会に出場しています（写真❸）
▶地域防災訓練（11月 ）
消防団は、防災に関する体験コー
ナーを担当しています（写真❹）
▶歳末特別警戒（12 月）
12 月 25 ～ 30 日の夜間、各屯所
を拠点に市内全域を巡回し、警戒
にあたっています。

消防団の主な活動

想
い
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ

小
山
田
地
域
福
祉
委
員
会（
平
成
26・27
年
度
）の
西
端
良
子
さ
ん

る
ー
ぷ
ら
ざ
っ
て
？

10周年記念イベント

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

森
の
か
っ
こ
う
の
み
な
さ
ん

　
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」発
行
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。事
前

打
合
わ
せ
で
は
、依
頼
者
の
西

端
さ
ん
と
も
打
ち
解
け
て
話
し

合
い
が
進
み
、
充
実
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
た
活
動
に

新
風
を
吹
き
込
む
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
き
、人
前
で
弾
く
こ
と
は
メ

ン
バ
ー
の
刺
激
に
な
り
、
演
奏

技
術
を
磨
く
う
え
で
と
て
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、こ
の
様

な
機
会
を
通
じ
て
活
動
の
場
が

広
が
り
、
新
た
な
出
会
い
や
つ

な
が
り
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
を

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

左からアンサンブル森のかっこう（藪
やぶ
内
うち
さん、原田さん、池田さん、

林さん）と西端さん

団本部 団長・副団長

第１分団 野作班、上原班

第２分団 天野班

第３分団 千代田班、松ケ丘班

第４分団 高向班、日野班

第５分団 北三日市班、南三日市班

第６分団 加賀田班

第７分団 天見班、岩瀬班

第８分団 寺元班、石見川班

第９分団 滝畑班

第 10 分団 小山田班

❶

❷

❸

❹

　
る
ー
ぷ
ら
ざ
は
、
市
民
公
益
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
や

人
材
の
育
成
、
相
談
・
助
言
な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
の
支
援

を
す
る
と
と
も
に
、市
民
公
益
活
動
団
体
や
市
民
・
自
治
会
・

企
業
・
行
政
な
ど
を
つ
な
ぎ
、
交
流
や
協
働
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
市
民
公
益
活
動
団
体
の
立
ち
上
げ
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

　
資
料
な
ど
を
作
成
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や
、
急

な
打
ち
合
わ
せ
や
簡
単
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利
用
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
施
設
・
学

校
・
自
治
会
な
ど
の
団
体
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
」

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

あなたの力を
消防団に
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こども文化財解説
　川上小学校６年生児童が観心寺、延命
寺の歴史について解説します。
とき　11月16日㈭午前10時～11時45分
ところ　観心寺・延命寺
※当日直接境内へ。
�ふるさと文化財課

ぐるっとまちじゅう博物館
～中世の荘園が息づく流谷・下天見～

問い合わせ　ふるさと文化財課

観心寺・奥河内の灯
あ か

里
り

～文化財ライトアップ～

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
文
化
財

の
現
地
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
棚
田
や
古
民
家
、
里
山

な
ど
が
お
り
な
す
歴
史
的
景
観
が
今
も

残
る
流
谷
・
下
天
見
地
区
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
ま
す
。

と
き　
11
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
12
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
容　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
祭
礼
や
歴

史
的
景
観
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、

風
景
撮
影
用
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
な
ど

■
天
見
小
学
校
児
童
に
よ
る

歴
史
学
習
発
表
会

と
き　
11
月
11
日
㈯
午
後
０
時
55
分
～　

２
時
55
分
▽
入
場
は
午
後
2
時
45
分
ま
で

と
こ
ろ　
天
見
小
学
校

■
棚
田
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
き　
11
月
11
日
㈯
午
後
５
時
～
７
時

と
こ
ろ　
八
幡
神
社
付
近　

内
容　
あ
ぜ
道
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し

て
コ
ン
サ
ー
ト

■
石
垣
修
復
体
験

と
き　
11
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
流
谷

内
容　
伝
統
的
な
石
積
み
技
術
で
修
復

申
し
込
み　
11
月
５
日
～
電
話
で
ふ
る

さ
と
文
化
財
課
へ

※
石
垣
修
復
体
験
を
除
き
、
当
日
直
接

会
場
へ
。

とき　11月25日㈯・26日㈰▷
ライトアップの時間は午後５
時～８時30分（荒天中止）
ところ　観心寺
内容　南北朝時代をイメージ
したライトアップショーやステ
ージライブ、物産販売など
※入山料が必要▷午後４時30
分から三日市町駅東～観心寺
臨時バス停間で、無料シャトル
バスを運行。
�観光協会事務局

（産業観光課内）

文
化
の
日
に
晴
れ
の
受
賞

平
成
29
年
度
の
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
氏
名
・
団
体
名
は
50
音
順
）。

な
お
、
表
彰
式
は
、
11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
か
ら
キ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
表
彰

　
市
長
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
政
の
各
分
野
で
活
躍
も
し
く
は

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人

や
団
体
の
中
か
ら
、
市
長
表
彰
規

程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◉
個
人
の
部

青あ
お

木き 

忠た
だ

信の
ぶ

さ
ん
（
木
戸
）

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

井い

村む
ら 

亮り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
栄
町
）

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

上う
え

野の 

修し
ゅ
う

二じ

さ
ん
（
天
野
町
）

　
魅
力
発
信
と
観
光
振
興
に
貢
献

田た

島じ
ま 

隆た
か
しさ

ん
（
旭
ケ
丘
）

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

中な
か

野の 

克か
つ

也や

さ
ん
（
北
青
葉
台
）

　
市
内
の
商
工
業
の
発
展
に
貢
献

中な
か

野の 

一は
じ
めさ

ん
（
高
向
）

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

西に
し

田だ 

光み
つ

典の
り

さ
ん
（
緑
ケ
丘
中
町
）

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

葊ひ
ろ

口ぐ
ち 

惠け
い

一い
ち

さ
ん
（
西
之
山
町
）

　
市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

南み
な
み 

太た

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
高
向
）

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

山や
ま

本も
と 

淑と
し

子こ

さ
ん
（
南
花
台
）

　
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

山や
ま

本も
と 

依よ
り

子こ

さ
ん
（
南
花
台
）

　
福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献

湯ゆ

川か
わ 

勝ま
さ
るさ
ん
（
南
青
葉
台
）

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

吉よ
し

田だ 

妙た
え

子こ

さ
ん
（
美
加
の
台
）

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

大お
お

西に
し 

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
北
青
葉
台
）

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

⻆か
ど

野の

竹た
け

次じ

郎ろ
う

さ
ん（
千
代
田
南
町
）

　
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

河か
わ

原は
ら 

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
北
青
葉
台
）

　
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

北き
た

浦う
ら 

晧こ
う

次じ

さ
ん
（
本
町
）

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

小こ

林ば
や
し 

雄ゆ
う

一い
ち

さ
ん
（
美
加
の
台
）

　
地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

阪さ
か

本も
と 

知ち

津づ

子こ

さ
ん
（
神
ガ
丘
）

　
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

須す

田だ 

昌ま
さ

良よ
し

さ
ん
（
木
戸
）

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

◉
団
体
の
部

ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
楠
町
東

　
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

天
見
地
区
福
祉
委
員
会

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

ア
メ
ニ
テ
ィ
長
野
自
主
防
災
組
織

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

河
内
長
野
川
柳
協
会

　
市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

野
作
町
自
治
会
自
主
防
災
組
織

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献　



安全安心人権

人
権

「
中
学
校
給
食
」
の

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河内長野市長　島田智明

?
市
長
に

聞
き
ま
し
た

　
現
在
、河
内
長
野
市
で
は
、希

望
選
択
制
の
中
学
校
給
食
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年

3
月
市
議
会
で
ご
承
認
頂
き
、

段
階
的
導
入
を
経
て
、
平
成
27

年
度
に
市
内
全
中
学
校
で
本
格

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

様
々
な
理
由
に
よ
り
、
喫
食
率

は
平
成
28
年
度
で
５
・
４
％
に

留
ま
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の

中
学
生
が
弁
当
を
持
参
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
希
望
選
択
制
導
入
前
の
平
成

22
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
市
内
の
10
・
４
％

の
中
学
生
が
、
そ
し
て
、
市
内

の
64
・
３
％
の
保
護
者
が
給
食

を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
大
多
数
の
親
子
で
意
見
が

異
な
る
結
果
で
し
た
。
私
自
身
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
か
ら
意
見
を

伺
う
と
と
も
に
、
2
校
に
お
い

て
中
学
生
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
、
中
学
生
の
率
直
な
意
見
も

伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
、
様
々
な
理
由
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
で
は
、
昨
年
度
か

ら
本
格
的
に
ト
イ
レ
洋
式
化
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
度

に
は
、
中
学
校
全
校
で
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、

そ
れ
以
降
に
、
小
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後
に
、
中
学
校
に

お
け
る
全
員
給
食
制
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
、検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教育・文化

人権
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　男女共同参画を推進する市民
団体「ｔｅａｍあごら」では、国
際的な女性に対する暴力根絶運
動（パープルリボン・プロジェク
ト）に積極的にかかわっています。
そして、幅広く若い世代の人たち
にも、より身近に感じていただけ
るようオリジナルパープルリボン
をデザインしました。
　女性も男性も、安心して輝け
る社会を目指して、パープルリボ
ンを身に付け意思表示をしませ
んか？

気づいてますか？
その暴力からはひとりでは抜け出せません。

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
「
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
の
は

“
思
い
や
り
の
心
”」
を
テ
ー
マ
に
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
清し

水み
ず

紘ひ
ろ

子こ

さ
ん
が

演
奏
と
講
演
を
行
い
ま
す
。

と
き　
11
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
３
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り
▽
一
時
保
育

あ
り（
11
月
17
日
ま
で
に
要
予
約
）。

�
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

地
域
防
災
総
合
訓
練
を
実
施

と
き　
11
月
５
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
０
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

内
容　
消
火
器
体
験
、
応
急
処
置
、

煙
体
験
、
高
所
作
業
車
の
試
乗
体

験
、
非
常
食
の
試
食
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
危
機
管
理
課

天
見
小
学
校

新
入
・
転
入
児
童
を
募
集

対
象　
市
内
在
住
で
同
校
の
自
然

を
生
か
し
た
教
育
を
希
望
し
、
電

車
な
ど
を
利
用
し
て
１
人
で
通
学

で
き
る
児
童
（
通
学
に
要
す
る
交

通
費
は
保
護
者
負
担
）

募
集
人
数　
１
年
生
17
人
、
２
年

生
５
人
、
３
年
生
16
人
、
４
年
生

６
人
、
５
年
生
10
人
、
６
年
生
６

人
程
度
（
学
年
は
い
ず
れ
も
平
成

30
年
度
▽
抽
選
）

申
し
込
み　
12
月
15
日
ま
で
に
教

育
指
導
課
へ

※
１
月
中
旬
に
児
童
・
保
護
者
の

面
談
を
実
施
▽
結
果
は
１
月
末
ま

で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

�
教
育
指
導
課

■
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

と
き　
11
月
11
日
㈯
午
後
０
時
55

分
～
３
時
20
分

■
授
業
公
開
・
学
校
説
明
会

と
き　
11
月
14
日
㈫
午
後
１
時
40

分
～
３
時
30
分

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
同
校
へ

（
天
見
駅
下
車
）。

�
天
見
小
学
校（
☎
68
・
８
０
０
４
）

放
課
後
児
童
会

新
年
度
入
会
受
付

対
象　
来
年
度
の
小
学
１
～
６
年

生
で
、
保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ

り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
状
態
が
月

に
17
日
以
上
あ
り
、
そ
の
状
態
が

教
育
・
文
化

安
全
安
心

ひとりで悩んでいませんか？
～相談窓口のご案内～　
◎大阪府女性相談センター
（☎06・6949・6022▷午前９時～午後
８時▷祝日・年末年始を除く）
（☎06・6946・7890▷24時間受付）
◎富田林子ども家庭センター
（☎25・2065▷午前９時～午後５時45
分▷土日祝日・年末年始を除く）
◎河内長野市男女共同参画センター
（☎54・0003▷午前９時～午後５時30
分▷土日祝日・年末年始を除く）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か
所
の

防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
11
月
14
日
㈫
午
前
11
時

放
送
内
容　

（
チ
ャ
イ
ム
）
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
繰
り
返

す
）。
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

ち
な
が
の
し
で
す
（
チ
ャ
イ
ム
）

�
危
機
管
理
課

　
毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
で
、
特
に
25
日

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

国
際
日
」
で
す
。

　
暴
力
に
は
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を

は
じ
め
、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
と
は

　
Ｄ
Ｖ
は
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
し
い
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は

あ
っ
た
人
か
ら
の
暴
力
で
す
。

　
暴
力
の
多
く
は
家
庭
と
い
う

私
的
な
生
活
の
場
で
起
こ
る
た

め
、
他
の
人
に
見
つ
か
り
に
く

く
、
長
期
に
渡
り
繰
り
返
し
行

わ
れ
、
時
と
し
て
生
死
に
か
か

わ
る
よ
う
な
深
刻
な
問
題
で
す
。

「
私
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
相
手

は
様
々
な
暴
力
を
複
合
さ
せ
、

あ
な
た
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
前
で
の

Ｄ
Ｖ
は
児
童
虐
待
で
す

　　
児
童
虐
待
と
聞
く
と
、
子
ど
も

を
殴
る
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
、

直
接
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、
親
が
子

ど
も
の
前
で
す
る
Ｄ
Ｖ
（
面
前
Ｄ

Ｖ
）
も
児
童
虐
待
で
す
。

　
育
児
や
仕
事
な
ど
の
不
満
や
怒

り
を
配
偶
者
に
ぶ
つ
け
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。「
こ
の
役
立
た

ず
」「
死
ん
で
し
ま
え
ば
い
い
」
な

ど
の
罵
声
を
浴
び
せ
た
り
、
平
手

打
ち
を
し
た
り
。
親
が
毎
晩
、
激

し
く
言
い
争
う
姿
を
子
ど
も
が
目

撃
し
て
い
た
ら
…
。

　
面
前
Ｄ
Ｖ
が
起
き
る
背
景
に
は
、

子
育
て
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
夫

婦
間
で
共
有
で
き
て
い
な
い
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が

あ
り
、
悩
み
を
共
有
で
き
な
い
か

ら
言
葉
な
ど
の
暴
力
で
不
満
を
発

散
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

３
か
月
以
上
継
続
す
る
人

申
し
込
み　
12
月
１
日
～
７
日
に

地
域
教
育
推
進
課
へ

※
募
集
要
項
は
11
月
中
旬
に
同
課

や
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
配

布
し
ま
す
▽
12
月
２
日
㈯
・
３
日

㈰
も
受
け
付
け
ま
す
▽
４
日
㈪
は

キ
ッ
ク
ス
休
館
の
た
め
受
け
付
け

し
ま
せ
ん
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間

　
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す

る
」「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
」
な
ど
、
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
こ
こ
ろ

を
改
め
て
確
認
し
、
行
動
を
見
つ

め
直
し
ま
し
ょ
う
。

�
府
教
育
総
務
企
画
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
８
０
４
２
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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の
保
護
者　
▼
と
き　
11
月
28
日

㈫
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
定
員　
15
人（
抽
選
）　
▼
就
学

前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
10
人
▽
抽
選
）

❾
育
児
講
座
「
は
じ
め
て
の
ピ
ラ

テ
ィ
ス
」

　
日
々
の
育
児
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
中

の
保
護
者　
▼
と
き　
11
月
24
日

㈮
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
定
員　
15
人
（
抽
選
）
▼
就
学

前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
10
人
▽
抽
選
）

❹
～
❾
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
11
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒586

ー
０

０
１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
10
月
31
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トh

ttp
://k-kira

.jp
/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50
・
４
６
６
５
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

▼
と
き　
11
月
６
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪
、12
月
４
日
㈪
・
18
日
㈪
・

25
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

す
く
す
く
歯
科
相
談

　
歯
科
衛
生
士
が
乳
幼
児
期
の
歯

科
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
24
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
＝
子

ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
あ

い
っ
く
、
12
月
21
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分
＝
千
代
田
公
民
館　

▼
持
ち
物　
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ

▼
当
日
直
接
会
場
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

新
生
児
聴
覚
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
に
く

い
子
ど
も
は
１
０
０
０
人
に
お
よ
そ

子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会　

▼
対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児

中
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情

報
が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年

生
以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　
11
月

26
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

▼
対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　
▼
と
き　
11
月
10
日

㈮
午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
雨
天

中
止
）　

▼
と
こ
ろ　
赤
峰
市
民

広
場　
▼
当
日
直
接
会
場
へ

❸
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　
就
学
前
の
多
胎
児
と
そ

の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の

人
や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　
11
月
10
日
㈮
午
前
10
時

30
分
～
正
午　
▼
当
日
直
接
会
場
へ

❹
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
就
園
に
む
け
て
の
親
同
士
の
お

し
ゃ
べ
り
や
子
ど
も
同
士
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　
▼

と
き　
11
月
21
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❺
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

▼
対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き　

11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
30
分
～
11

時　
▼
定
員　
10
組
（
抽
選
）

❻
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年

７
月
１
日
～
９
月
20
日
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き　

11
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
12
月
４

日
㈪
・
11
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
） 

❼
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年

４
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　
11
月
30
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
正
午　

▼
定
員　

15
組

（
抽
選
）

❽
育
児
講
座
「
子
ど
も
の
目
の
ナ

ゼ
？
ナ
ニ
？
相
談
室
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
中

１
～
２
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
生
児
聴
覚
検
査
で
、
生
ま

れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
の

聞
こ
え
に
く
さ
を
早
期
に
把
握
し

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
こ
と

ば
の
発
達
や
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
獲
得
に
つ
な
が

り
ま
す
。
新
生
児
期
に
出
産
し
た

医
療
機
関
で
聴
覚
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）　

離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

▼
内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
相
談　
▼
対
象　
市

内
在
住
で
離
乳
期
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
の
保
護
者　
▼
と
き　
11

月
17
日
㈮
、
12
月
15
日
㈮
午
前
９

時
40
分
～　
▼
と
こ
ろ　
乳
幼
児

健
診
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三

日
市
内
）　
▼
定
員　
各
６
人（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み　
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

要
保
護
児
童
対
策

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
映
画
「
う
ま
れ
る
」
の
上
映
と

参
加
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。　

▼
と
き　
11
月
16
日
㈭
午
後
１
時

～
４
時　
▼
と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス　

▼
定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み　
11
月
６
日
か
ら
電

話
で
子
ど
も
子
育
て
課
へ
▽
子
ど

も
の
一
時
保
育
あ
り（
定
員
５
人
）

�
子
ど
も
子
育
て
課

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく (☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と11月6日㈪・13日㈪・
20日㈪午前10時～午後３時30分▷11
月13日㈪＝「けいこ先生のリズム遊び」
（午前11時 30分～）、17日㈮＝「みん
なでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
11月27日㈪＝「コンサート」（午前11
時～正午▷参加費無料）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 11月 8日㈬ ☎ 62-6155
南花台公民館 11月 22日㈬ ☎ 63-1131
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

平成 30 年４月からの施設区分（予定）
区分 施設名 所在地 電話番号
☆ 千代田台保育所（公立） 千代田台町 1-1 53-2231
☆ 汐の宮保育園 汐の宮町 8-39 52-1414
☆ 高向保育園 旭ケ丘 34-14 52-5753
☆ 聖愛保育園 野作町 11-46 52-2973
☆ 大典保育園 小塩町 336 63-7403
☆ ちづる保育園 木戸西町3-7-6 54-5511
☆ 観心寺保育園 寺元 501-1 65-0050
☆ 柳風台保育園 木戸 3-9-1 53-7960
☆ 南嶺保育園 南花台 6-16-1 62-2200
☆ 天宗清見台園 清見台 1-14-1 65-6518
☆ 美加の台保育園 美加の台1-35-7 63-5110
☆ おおさかちよだ保育園 楠町西 1145 52-1705
♡ 勝山愛和青葉台幼稚園 南青葉台 1-1 65-1378
♡ 長野保育園※ 古野町 2-14 52-5917
◇ えぴーく幼稚園 美加の台2-28-1 63-2351
◇ 長野台幼稚園 緑ケ丘中町 8-8 54-3211

◇ 奈良佐保短期大学附属
河内長野幼稚園 大矢船中町 10-1 64-8740

◇ ひなぎく幼稚園 木戸 1-5-8 52-3214
◇ 清教学園幼稚園 西代町 9-11 53-3917

◇ 大阪千代田短期大学
附属幼稚園 楠町西 1090 53-5283

◇ くすのき幼稚園 末広町 623-23 65-1167
◇ おしお幼稚園 南花台 1-27-1 64-1122
○ 天野山保育園※ 天野町 295-1 52-5819
☆＝保育所・保育園、♡＝認定こども園（幼保連携型）、◇＝
認定こども園（幼稚園型）、○＝認定こども園（保育所型）
※平成30年から認定こども園移行

子育て

新年度の保育所・認定こども園（２・３号）
入所（転所）のお知らせ

対象　保育の必要な事由に該当する家庭で、来年４月から
保育所・認定こども園（２・３号）へ児童の入所（転所）
を希望する人
※保育の必要な事由とは、児童の保護者が次のいずれかに
該当し児童を保育できない家庭のことです。▷月に64時
間以上労働している（週４日以上かつ１日４時間以上かつ
月16日以上）▷妊娠中または出産後間がない▷病気やけ
が、または障がいがある▷同居や長期入院中などの親族を
常時介護・看護している▷災害復旧にあたっている▷求職
活動を継続的に行っている▷就学しているなど
■入所説明会
とき　11月11日㈯午前９時～午後５時（受付順に個別説明）
ところ　市役所　
内容　申し込み手続き、必要書類の説明と申込書などの配布
※当日以降も子ども子育て課で同様の説明と書類配布を行
います。
※来年4月以降も継続して在所する児童（２・３号）の兄
弟姉妹の入所と転所希望の場合は説明会への参加は不要
です。
■入所（転所）受付
とき　第１回＝11月25日㈯・26日㈰午前９時～午後５
時、第２回＝11月27日㈪～２月16日㈮、第３回＝２月
19日㈪～３月14日㈬▷第２・３回の時間はいずれも午前
９時～午後５時30分（土・日・祝休日・年末年始を除く）
申し込み　必要書類を持って市役所へ▷第１回は子ども同
伴でお越しを（平成29年４月２日以降生まれと転所の人
は除く）
主な提出書類　①給付費支給認定申請書、②保育利用（転
所）申込書、③保育を必要とする事由の証明および申告書、
④新規利用申込児童問診票、⑤確認票など▷①～⑤の用
紙は子ども子育て課と各保育・認定こども園にあります
空き枠状況情報提供期間　第１回＝11月11日～26日、
第２回＝１月15日～２月16日、第３回＝２月28日～３
月14日
�子ども子育て課

市政と関連情報 モックル生活ガイド



12市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶13 広報かわちながの●平成29 年（2017）11 月号

健康 就労

就
労

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

40
代
か
ら
の

は
じ
め
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

対
象　
体
力
や
身
体
の
機
能
の
低

下
を
感
じ
て
い
る
運
動
習
慣
の
少
な

い
40
歳
～
64
歳
の
市
民（
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
な
い
人
）

と
き　
12
月
６
日
～
２
月
20
日
の

う
ち
11
回
▽
主
に
火
・
水
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

内
容　
筋
力
ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス

能
力
、
柔
軟
性
の
向
上
な
ど

定
員　
25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　
11
月
15
日
ま
で
に
電

話
で
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

�
同
セ
ン
タ
ー（
☎
62・１
９
１
９
）

歯
っ
ぴ
ー
ス
マ
イ
ル
教
室

対
象　
20
歳
以
上
の
市
民

と
き　
12
月
１
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
適
切
な
み
が
き
方
の
実
習
、

歯
周
病
菌
の
確
認
、
お
口
の
健
康

体
操
な
ど

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
6
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

青
年
・
成
人
健
康
診
査

対
象　
昭
和
53
年
４
月
～
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
学
校
や
勤
め
先

で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

と
き　
11
月
10
日
㈮
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
３

時
受
付　

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

内
容　
身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、検
尿
、血
液
検
査（
診

断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
）

費
用　
５
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
生
活
保
護

受
給
世
帯
に
属
す
る
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
を
。

石
綿
ば
く
露
者
の

健
康
管
理
に
係
る
試
行
調
査

対
象　
40
歳
以
上
の
市
民
で
調
査

対
象
地
域
や
そ
の
周
辺
で
石
綿
取

扱
い
施
設
が
稼
働
し
て
い
た
な
ど

石
綿
が
飛
散
し
た
可
能
性
の
あ
る

時
期
に
、
当
該
調
査
対
象
地
域
に

居
住
し
て
い
た
人
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

と
き　
11
月
17
日
㈮
と
11
月
25
日

㈯
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

内
容　
問
診
・
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
・

保
健
指
導
▽
希
望
者
は
肺
が
ん
検

診
（
胸
部
Ｘ
線
）
も
受
診
可
能

費
用　
無
料

申
し
込
み　
11
月
10
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診

対
象
・
内
容　
40
歳
以
上
の
市
民

＝
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん

の
各
検
診
、
40
歳
以
上
の
女
性
市

民
で
平
成
29
年
度
に
奇
数
年
齢
に

な
る
か
平
成
28
年
度
に
未
受
診
の

人
＝
乳
が
ん
検
診

と
き　
12
月
20
日
㈬
、
12
月
25
日

㈪
（
肺
が
ん
検
診
な
し
）、
１
月
９

日
㈫
、
１
月
29
日
㈪
い
ず
れ
も
午

前
中

費
用　
大
腸
が
ん・
肺
が
ん
＝
各
５

０
０
円
、胃
が
ん・乳
が
ん
＝
各
１
０

０
０
円

※
各
日
・
検
診
ご
と
に
定
員
あ
り

▽
先
着
順
▽
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
人
は
費
用
免
除
の
制
度
あ
り
。

申
し
込
み　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
か
電
子
申
請
で

赤
峰
市
民
広
場
に
健
康
器
具

　
長
寿
ふ
れ
あ
い
基
金
を
活
用
し
、

ト
リ
ム
コ
ー
ス
南
側
に
背
の
ば
し

ベ
ン
チ
、
腹
筋
ベ
ン
チ
な
ど
健
康

器
具
を
８
基
設
置
し
ま
し
た
。

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細は問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター

※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健セ
ンターへ申し込みを▷診断や治療方法についての相
談は対応不可。

ン
ト
を
記
入
）
で
富
田
林
市
商
工

観
光
課
へ

�
富
田
林
市
商
工
観
光
課

（
☎
25・１
０
０
０
、�
26・２
０
２
０
）

放
課
後
児
童
会

冬
休
み
ア
ル
バ
イ
ト

内
容　
放
課
後
児
童
会
支
援
補
助

業
務

資
格　
児
童
の
指
導
に
つ
い
て
知

識・
経
験
を
有
す
る
人（
大
学
生
可
）

勤
務
日　
12
月
22
日
～
１
月
９
日

の
冬
休
み
期
間
中
の
月
～
金
曜
日
、

午
前
８
時
～
午
後
５
時
の
間
の
２

～
６
時
間

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

■
医
療
事
務
作
業
補
助
者
養
成

講
座

と
き　
１
月
27
日
～
３
月
17
日
の

毎
週
土
曜
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
▽
８
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人
（
抽
選
）

教
材
費　
８
０
０
０
円

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
で
11
月

27
日
～
12
月
27
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
大
阪
府
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

540
ー
０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷

町
５
の
４
の
13
）
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
７
６
２
・
９
４
９
８
）

介
護
就
職
デ
イ

　
介
護
関
係
の
仕
事
の
面
接
会
と

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
20
日
㈪
・
21
日
㈫
午

後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
参
加
事
業

所
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

（
☎
53
・
３
０
８
１
）

外
国
人
英
語
指
導
員

業
務
内
容　
市
立
小
中
学
校
で
の

英
会
話
の
指
導
な
ど

資
格　
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語

力
を
有
す
る
国
内
在
住
の
外
国
人

申
し
込
み　
履
歴
書
を
持
っ
て
１

月
15
日
ま
で
に
教
育
指
導
課
へ

�
教
育
指
導
課

若
者
就
職
応
援
フ
ェ
ア

in
南
河
内

対
象　
15
歳
～
お
お
む
ね
40
歳
代

前
半
の
若
年
者
や
そ
の
保
護
者

と
き
・
内
容　
11
月
29
日
㈬
①
午

後
１
時
15
分
～
２
時
45
分
＝
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
自
己
分
析

力
ア
ッ
プ
講
座
、
②
午
後
１
時
～
、

２
時
～
、
３
時
～
＝
個
別
就
職
相

談
会
（
１
回
50
分
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
①
30
人
、②
各
回
３
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
６
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
イ
ベ

もりもり野菜とがっつりポークソテー（1,180円）
511kcal、塩分 2.4g、野菜 225g
■お店のコメント　自慢のボリュー
ム満点の洋食料理ができるのかが一番
難しいところでした。もりもりサラダは
山芋としらすの和え物を混ぜると最後
まで飽きずに召し上がっていただけま
す※前日までに要予約（限定10食）。
■Bbcafe　西之山町16-4 ☎56-6567　

　健康総合企業のタニタと市内の飲食店10店舗がコラボレー
ションして、健康に配慮したオリジナルメニューを開発しまし
た。今月は「Bbcafe」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照を。
�政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

フォト

フォト

奈良県王寺町と災害応援協定を締結
　９月29日、王寺町と「災害時における相互
応援に関する協定」を締結しました。これは、
地震や風水害などで甚大な被害が出た際に、食
糧や日用品などの提供、応急対策や復旧活動に
職員を派遣、被災者等を受け入れる施設の提供
などお互いに援助活動を行うものです。

募
集
人
数　
20
人

申
し
込
み　
写
真
を
添
付
し
た
履

歴
書
１
通
を
持
っ
て
11
月
18
日
ま

で
に
地
域
教
育
推
進
課
へ

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

防
衛
省
自
衛
官

応
募
資
格　
高
等
工
科
学
校
生
徒

＝
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
男
子

募
集
期
間　
11
月
１
日
～
来
年
１

月
９
日（
推
薦
は
12
月
１
日
ま
で
）

�
自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

（
☎
24
・
３
７
９
９
）

休日急病診療所

内科
歯科

場所　菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
受付時間　土曜日（内科のみ）= 午後６時～８時40分、日曜日・
祝休日 = 午前 10 時～ 11時 40 分と午後１時～３時 40 分
※内科は中学生以下受診不可▷12 月 23 日は祝日扱いです。

小児科
（    ）

場所　富田林病院（富田林市向陽台１-３-36、☎29-1121）
▷小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村共同
で医師の確保を行い、数少ない小児科医の協力のもと富田
林病院で実施しています。
受付時間　日曜日・祝休日午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

中学生
以下

市政と関連情報 モックル生活ガイド
ご利用
ください！
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高
齢
者

お
手
軽
元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ
ス
教
室

　
自
宅
や
集
会
所
な
ど
の
身
近
な

場
所
で
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
週
１
回
の
体
操
の
つ
ど
い

を
継
続
開
催
で
き
る
65
歳
以
上
の

住
民
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
容　
モ
ッ
ク
ル
介
護
予
防
体
操
、

元
気
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
使
っ
た
理
学
療
法
士
・
保
健

師
に
よ
る
体
操
指
導
や
体
力
測
定

※
そ
の
他
利
用
条
件
な
ど
詳
し
く

は
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ
。

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

介
護
サ
ロ
ン

■
簡
単
！
針
と
糸
を
使
わ
ず
に
、

ポ
ー
チ
作
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
象　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
市
民

と
き　
11
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
56・

６
６
０
０
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
対
象
の

講
座
や
集
い

■
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

と
き　
11
月
28
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

内
容　
認
知
症
を
悪
化
さ
せ
な
い

ポ
イ
ン
ト
や
認
知
症
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
集
い

と
き　
12
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
や
活
動
状
況
な
ど

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
い
ず
れ
も
11
月
６
日
か

ら
電
話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
「
ふ
く
ろ
う
」

と
き  

毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
～
４
時
▽
１
月
の
み
第

２
水
曜
日
▽
出
入
り
自
由

と
こ
ろ　
図
書
館

内
容　
認
知
症
の
人
の
対
応
方
法
、

ス
ト
レ
ス
解
消
法
、情
報
交
換
な
ど

�
い
き
い
き
高
齢
・

福
祉
課

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

と
き　
11
月
25
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

内
容　
舞
台
発
表
、作
品
展
示
、障

が
い
者
作
業
所
の
販
売
、
模
擬
店

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

高
齢
者
の
家
事
援
助
の

担
い
手
養
成
研
修

対
象　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
事
業

（
要
支
援
認
定
者
や
虚
弱
な
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
自
宅
を
訪
問
し

て
掃
除
や
調
理
な
ど
の
家
事
援
助

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
）
に
従
事
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
市
民
、
ま
た
は

市
内
で
総
合
事
業
を
実
施
す
る
事

業
所
に
従
事
し
て
い
る
人

と
き　
11
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬
・

11
月
30
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
４

時
▽
28
日
は
午
前
９
時
45
分
開
始

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
30
人
（
先
着
順
▽
３
日
間

出
席
で
き
る
人
の
み
）

教
材
費　
１
４
０
４
円
（
税
込
）

申
し
込
み　
11
月
６
日
～
11
月
20

日
に
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
64
・
９
０
０
０
、
�
64
・
０
２
２
２
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

②
あ
か
み
ね
防
災
・
避
難
訓
練

と
き　
11
月
28
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時

内
容　
防
災
・
避
難
に
必
要
な
講
話
、

炊
き
出
し
体
験
、
交
流
会
な
ど

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

③
電
車
で
行
こ
う
～
奈
良
公
園
と

奈
良
町
散
策
～

対
象　
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
す

る
市
民
と
介
護
者
▽
ペ
ア
で
参
加
を

と
き　
11
月
30
日
㈭
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

定
員　
５
組
（
抽
選
）

※
交
通
費
、
食
費
な
ど
が
必
要
。

と
こ
ろ　
①
②
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
、
③
河
内
長
野

駅
改
札
前
に
集
合
し
電
車
で
移
動

申
し
込
み　
①
11
月
９
日
、
②
③

11
月
20
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、
�
56
・

１
５
９
２
）

障
が
い
者
作
品
展
の
作
品
募
集

対
象　
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
す

る
市
民

と
き　
12
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
７
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
絵
画
、
書
、
写
真
、
工
芸
品

な
ど
（
１
種
目
に
つ
き
１
点
の
み
）

申
し
込
み　
11
月
17
日
ま
で
に
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね

ま
た
は
障
が
い
福
祉
課
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、
�
56
・

１
５
９
２
）・
障
が
い
福
祉
課

共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

と
き　
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ビ
ッ
グ・
ア
イ
▽
堺
市
南
区
）

内
容　
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
対
戦
（
18
日
）、
Ｉ
Ｔ
機
器
展・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展

（
19
日
）
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン

（
☎
06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
11
月
29
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
相
談
は
一
人
45

分
程
度
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
６
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

障
が
い
者

手
話
通
訳
者・要
約
筆
記
者
の
派
遣

　
府
と
市
で
は
、
聴
覚
障
が
い
の

あ
る
人
に
、
手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

■
特
に
専
門
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
（
複
数
要
件
あ
り
）

申
し
込
み　
①
手
話
通
訳
＝
大
阪

聴
力
障
害
者
協
会
（
☎
06
・
６
７

６
１
・
１
３
９
４
、
�
06
・
６
７

６
８
・
３
８
３
３
）
へ
、
②
要
約

筆
記
＝
大
阪
府
中
途
失
聴
・
難
聴

者
協
会（
☎
�
０
７
２
・
９
９
８
・

２
９
０
７
）
へ
▽
メ
ー
ル
も
可

■
右
記
以
外
で
公
的
機
関
や
医
療

機
関
に
出
か
け
る
場
合

申
し
込
み　
事
前
に
障
が
い
福
祉

課
へ
相
談
の
う
え
ご
利
用
を

�
障
が
い
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
視
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン
「
モ
ッ
ク

ル
介
護
予
防
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
」

対
象　
視
覚
障
が
い
者
、
目
が
見

え
に
く
く
不
安
に
感
じ
て
い
る
市
民

と
き　
11
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

　

人
の
話
を
さ
え
ぎ
る
、
集

中
力
が
持
続
し
な
い
、
夢
中

に
な
る
と
周
り
が
目
に
入
ら

な
い
、
数
字
に
執
着
す
る
…
。

こ
れ
ら
は
自
閉
症
や
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
、
発
達

障
が
い
の
特
性
の
一
つ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
早
く
か

ら
療
育
支
援
を
受
け
る
こ
と

で
、
脳
の
特
性
と
う
ま
く
付

き
合
え
る
よ
う
に
な
り
、
自

信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

高齢者 障がい者

こども発達支援センター
ｍｕｍ
上
う え

溝
み ぞ

由
ゆ

希
き

奈
な

さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

療
育
支
援
を
ご
存
知
で
す
か

み
ん
な
の
輪
フ
ェ
ス
タ

■
精
神
科
医
に
よ
る
講
演
会

テ
ー
マ　
児
童
精
神
科
っ
て
な
に
？

と
き　
11
月
19
日
㈰
午
後
２
時
～

■
作
品
展

と
き　
11
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
20
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ

ろ
ッ
と
（
☎
53
・
４
０
８
６
）

障
が
い
者

雇
用
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

対
象　
障
が
い
者
や
家
族
な
ど

と
き　
11
月
28
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
）
▽
当
日
直
接
会
場
へ

内
容　
障
が
い
者
進
路
合
同
説
明

会
、
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
術
や
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
（
要
予
約
）。

�
南
河
内
南
障
害
者
就
業・生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
・
６
０
９
３
）

　
市
の
花
「
菊
」
の
英
訳
か
ら

名
付
け
た
「
ｍ
ｕ
ｍ
（
マ
ム
）」

で
は
、
市
の
委
託
を
受
け
、
１

年
間
を
通
じ
て
概
ね
隔
週
１
時

間
、
子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た

療
育
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ
か
け

さ
え
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
が
持

つ
力
を
引
き
出
し
、
一
歩
ま
た

一
歩
と
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
き
っ
か
け
を
発
見
で
き

た
と
き
、
何
よ
り
う
れ
し
く
、

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
、
家

庭
な
ど
で
の
関
わ
り
方
を
考
え

な
が
ら
、
日
々
の
喜
び
を
共
有

し
て
い
き
た
い
で
す
。

高齢者の障がい者控除対象者認定書の申請を
　身体障がい者手帳などを持っていない人でも、所得税や市・
府民税の障がい者控除が適用される場合があります。
対象　65歳以上で要介護認定を受けた寝たきりや認知症の人
申し込み　介護保険課で同認定書の交付申請を（印鑑が必要）
※身体障がい者手帳などの所持者は認定書がなくても手帳の提
示で控除が受けられます。
�介護保険課

こども発達支援センターｍｕｍの利用児を募集
内容　発達障がいの特性に合わせた療育支援プログラム
対象　市内在住で小学４年生までの子どもとその保護者（同セ
ンターまで一緒に通所が必要です）
定員　50人（抽選）
申し込み　11月13日～12月13日に同センターへ郵送か持参
※募集説明会を、11月18日㈯午後１時30分～２時30分
＝三日市市民ホールで、12月６日㈬午前10時15分～11時
15分＝同センター（中片添町11-９）で実施。
�こども発達支援センターｍｕｍ（☎55-2272）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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長
野
地
区

（
長
野
神
社
の
タ
イ
マ
ツ
タ
テ
）

�点火され燃えあがる松明
�松明に巻く割竹を編む作
業　�葉のついた雑木を割
竹に巻く作業　�点火の前
に行われる湯立神楽の様子

※長野神社へは河内長野駅
から徒歩約２分。

長
野
神
社
の
タ
イ
マ
ツ
タ
テ
は
、
毎
年

10
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
行

事
の
由
来
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
昔
、

神
社
の
祭
神
で
あ
る
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

を
迎
え
る
た

め
に
松た

い
ま
つ明

を
焚た

い
た
」
こ
と
が
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
松
明
は
10
月
1
日
に
神
社
の
境

内
で
作
製
さ
れ
、
人
の
手
と
重
機
を
用
い
て

直
径
約
１・５
㍍
、
高
さ
約
５
㍍
の
も
の
が
完

成
し
ま
す
。
松
明
の
側
面
に
は
鏑か

ぶ
ら
や矢

を
模
し

た
飾
り
、
先
端
に
は
唐
傘
が
取
り
付
け
ら
れ
、

11
日
ま
で
安
置
さ
れ
ま
す
。
11
日
に
神
事
が

行
わ
れ
た
の
ち
、
ト
ウ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
祭
礼

の
当
番
に
よ
っ
て
点
火
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
参
加
者
の
減
少
や
世
代
交
代

な
ど
に
よ
り
、
行
事
を
取
り
巻
く
状

況
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
決
ま
っ

た
家
が
務
め
て
い
た
ト
ウ
ヤ
も
、
現
在
は

神
社
の
奉
賛
会
と
宝
恵
会
の
会
員
の
み
な
さ

ん
で
務
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
松
明
の
作

製
方
法
は
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
う

る
う
年
は
作
製
方
法
が
少
し
異
な
る
な
ど
、

行
事
の
古
さ
が
う
か
が
え
る
部
分
も
残
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
タ
イ
マ
ツ
タ
テ
は
、

変
化
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
伝
統
を
守
り
な

が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
祖
父
の
時
代
よ
り
ず
っ

と
前
か
ら
あ
っ
た
タ
イ
マ
ツ
タ

テ
神
事
。
毎
年
10
月
１
日
に
神

社
の
氏
子
を
中
心
に
力
を
合
わ

せ
て
巨
大
な
松
明
を
作
っ
て
い

ま
す
。
今
は
重
機
の
力
を
借
り

て
い
ま
す
が
、
昔
は
人
の
力
だ

け
で
持
ち
上
げ
、
手
押
し
車
に

乗
せ
て
周
辺
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
こ
の
伝
統
行
事
が
あ
る
お

か
げ
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
も

深
ま
っ
て
い
ま
す
。
長
野
神
社

責
任
総
代
と
し
て
、
今
後
も
タ

イ
マ
ツ
タ
テ
神
事
を
大
切
に
守

り
続
け
ね
ば
と
思
い
ま
す
。
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自転車を通じて2日間を楽しむ
奥河内 Booon!

　９月 23日～ 24 日の２日間、プラザ阪下で奥河内
B
ブ ー ン

ooon! が開催されました。会場では小学生から大人ま
で幅広い年齢層が参加したレースや
夜間を走るムーンライトレースなど多
岐に渡り、白熱したレースが繰り広げ
られました。また、飲食店や地元企業
の出店、音楽コンサートがあったほか、
キャンプサイトも設けられ、多くの人
が自転車を通じて楽しみました。なお、
２日目の午前中にはモトクロスで活躍
中の阿

あ

久
く

根
ね

芳
よし

人
と

さんのデモ走行もあ
り、会場は大いに盛り上がりました。

いきいき笑顔で元気ハツラツ
いきいき長寿スポーツ大会

　10 月 11 日、市民総合体育館でいきいき長寿ス
ポーツ大会が開催され、60歳以上の 321人が参加
しました。この大会は、高齢者の健康づくりや交流
を目的に開催。参加者は市民体操で体をほぐした後、
卓球の要領で得点が書かれた箱にピンポン球を入れ
る「目指せ卓球王国」や玉入れなど様々な競技に挑
戦し、さわやかな汗を流しました。また、千代田短
期大学の学生ボランティアたちが、参加者と一緒に
なって会場を盛り上げました。

「おおさか河内材」で作った
ベンチが寄贈されました
　大阪府森林組合南河内支店より、地元材である「おお
さか河内材」で製作したベンチが寄贈されました。この
ベンチは音楽家である坂本龍一氏が東京で開催した「設
置音楽展」でインテリアとして実際に使用されたもので
す。市役所１階駐車場側入口横に設置していますので、
座ってみてください。

まちの話題をお届けします

◉

長野地区
Nagano


